平成２８年第１回館山市国民健康保険運営協議会
議事録（審議事項）概要

《審議事項（諮問）》
（１）平成２７年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案について

（２）平成２８年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案について

※上記、審議事項について説明等を行いましたが、その概要については以下のとおりです。
審議事項（１）平成２７年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案について

＜説明概要＞
　　　今回の補正予算案は、歳入歳出予算にそれぞれ４２万７千円を減額し、歳入歳出予算額をそれぞれ８１億４，１２６万２千円にお願いしようとするものです。
まず、歳出補正予算案について、説明します。
はじめに、基金積立金の補正ですが、国民健康保険財政調整基金の運用利子の増額が見込まれるため、１万８千円の増額補正をお願いしようとするものです。
続いて、諸支出金の補正ですが、諸支出金の内、過年度療養給付費等負担金返還金において、平成２６年度の額が確定したことに伴い、４４万５千円の減額補正をお願いしようとするものです。
続いて、歳入補正予算案について、説明します。
はじめに、国庫支出金の補正ですが、現年度療養給付費等負担金において、保険基盤安定繰入金の額が確定したことに伴い、６０３万８千円の減額補正をお願いしようとするものです。
続いて、療養給付費等交付金の補正ですが、平成２６年度療養給付費等交付金の額が確定したことに伴い、２万４千円の増額補正をお願いしようとするものです。
　　　続いて、繰入金の補正です。まず、保険基盤安定繰入金の保険税軽減分ですが、保険税軽減対象の世帯数及び被保険者数が確定したことに伴い、８２７万６千円の増額補正をお願いしようとするものです。なお、国保税では被保険者均等割額と世帯別平等割額を所得に応じて、７割、５割または２割に軽減ができる仕組みになっています。その軽減額相当分を保険基盤安定繰入金として、一般会計から繰り入れています。続いて、保険基盤安定繰入金の保険者支援分ですが、平成２６年度の１人あたりの平均保険税算定額が確定したことに伴い、２，９０４万３千円の増額補正をお願いしようとするものです。なお、この保険基盤安定繰入金の保険者支援分は今年度保険者への財政支援の拡充に伴い、新たに２割軽減対象者を加えるとともに、従来の７割軽減、５割軽減対象者についても補助率をそれぞれ引き上げ、さらには財政支援額の算定基準を平均保険税収納額の一定割合から平均保険税算定額の一定割合に改めたところです。続いて、財政安定化支援事業繰入金ですが、低所得者分に係る保険税軽減対象の世帯割合が確定したことに伴い、２，４６１万４千円の増額補正をお願いしようとするものです。なお、財政安定化支援事業繰入金ですが、被保険者の年齢構成において、６０歳以上の高齢者の割合が高い、また、今回のように保険税軽減世帯割合が高い場合に一般会計から繰り入れるものです。続いて、財政調整基金繰入金ですが、財源調整分を財政調整基金に積み戻すため、５，６３６万４千円の減額補正をお願いしようとするものです。
以上、繰入金の補正として、これらを合わせて、５５６万９千円の増額補正をお願いしようとするものです。
なお、今回の補正予算後の国保財政調整基金保有額は５億３９４万７千円です。また、国民健康保険財政調整基金は、国保の財政運営において、被保険者に高齢者や低所得者を多く抱えていることなどにより、医療費の大きな変動や保険税収入が減少する可能性が高いなどの不安定要因を緩和するため、決算剰余金が生じた時などに積み立て、保有しているものです。
続いて、その他収入の補正ですが、先ほど歳出で説明した基金積立金の補正に伴い、１万８千円の増額補正をお願いしようとするものです。
最後に、繰越明許費の設定ですが、健康課の保健事業費の内、特定保健指導委託料について、平成２７年１１月に実施した特定健診の結果により指導対象者となった４名分について、今年度内に事業が完了しない見通しであるため、平成２８年度に予算を繰り越しし、事業を実施しようとするものです。
以上で、審議事項の１、平成２７年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案についての説明を終わります。
＜質疑応答等＞
【質疑　①】低所得者の保険税軽減対象の世帯割合が多いと思いますが、昨年に比べて増えていますか。
【①　回答】軽減世帯数の状況ですが、平成２３年度が４，３８９世帯、平成２４年度が４，４８６世帯、平成２５年度が４，５１０世帯、平成２６年度が５，１３５世帯、平成２７年度が５，２６２世帯というように年々上昇しています。これに対して、世帯の総体数は減少傾向であるため、軽減世帯数の割合が増えている状況です。
《審議事項結果（答申）》
審議事項の（１）平成２７年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案について、原案どおり答申する。
審議事項（２）平成２８年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案について

＜説明概要＞

平成２８年度当初予算の総額は、歳入歳出予算それぞれ７６億８，０５７万１千円で前年度の当初予算に比べ７，４８４万６千円、率にして１パーセントの減少です。
はじめに、歳出予算ですが、総務費は８,４０５万６千円で対前年度比９５７万４千円、率にして１０．２パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、総務管理費で現在産休中の職員が引き続き育児休業を取得するため、その職員１名分の職員給与費のほか、基幹系システム運用維持管理委託料などの減少を見込んだことによるものです。
続いて、保険給付費ですが、４６億３，７４１万８千円で対前年度比８，８９３万円、率にして２パーセントの増加です。その内訳ですが、保険給付費の内、療養給付費、療養費、高額療養費は、過去２年６ヶ月分の実績から積算しており、療養給付費は４０億３，５２７万４千円で対前年度比３，５６８万円、率にして０．９パーセントの増加です。また、骨折や捻挫などで柔道整復師にかかった場合や医師が必要と認めたコルセットなどの治療用装具を購入した場合などにかかる療養費ですが、３,４６９万６千円で対前年度比３０６万３千円、率にして８．１パーセントの減少です。次に、高額療養費ですが、５億２,１１２万９千円で対前年度比５,８６６万２千円、率にして１２．７パーセントの増加です。この高額療養費は、被保険者の医療費の内、自己負担分の限度額を超えた部分を館山市が負担しています。次に、葬祭費の５５０万円ですが、支給件数の実績を踏まえ、前年度と同件数の１１０件分を計上しました。次に、出産育児諸費ですが、支給実績から５件分の予算を減額したところ２，９４１万５千円で、対前年度比２１０万１千円、率にして６.７パーセントの減少です。
続いて、後期高齢者支援金等ですが、８億３,８５３万円で対前年度比８，８５６万３千円、率にして９．６パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、被保険者数を前年度に比べ５パーセントの減少を見込んだことによるものです。
　　続いて、前期高齢者納付金等ですが、４１万１千円で対前年度比９万６千円、率にして１８.９パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、後期高齢者支援金等と同様に被保険者数の減少を見込んだことによるものです。
続いて、介護納付金ですが、３億１,７８５万７千円で対前年度比５,３３２万２千円、率にして１４．４パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、４０歳から６４歳までの第２号被保険者数について、前年度に比べ８．８パーセントの減少を見込んだことによるものです。
続いて、共同事業拠出金ですが、１７億２，９６６万４千円で対前年度比７３８万１千円、率にして０.４パーセントの減少です。この共同事業拠出金は千葉県国民健康保険団体連合会からの通知額を予算計上しています。前年度より減少した理由は、共同事業拠出金の内、高額医療費共同事業拠出金が６１４万６千円、保険財政共同安定化事業拠出金が１２３万５千円ほどそれぞれ減少したことによるものです。
続いて、特定健康診査等事業費ですが、３，８０９万円で対前年度比４６９万９千円、率にして１１パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、データヘルス計画策定委託料の皆減によるものです。なお、データヘルス計画ですが、現在、株式会社両備システムズに業務委託をして策定中です。なお、平成２８年３月３１日までが委託契約期間であるため、データヘルス計画の概要については、次回開催予定の本運営協議会の中で、説明する予定です。
　　続いて、疾病予防費ですが、７３６万７千円で対前年度比４万６千円、率にして０．６パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、被保険者証の切り替え時等に配布している「ジェネリック医薬品希望シール」の在庫状況を踏まえ、新規に作成する枚数を減らしたことなどによるものです。
続いて、諸支出金ですが、７０２万２千円で前年度と同額を計上しました。なお、内訳といたしましては、保険税還付金及び還付加算金７００万円などです。
続いて、歳入予算ですが、総額は７６億８，０５７万１千円です。
はじめに、国保税以外の財源ですが、総額は６０億８，４１０万６千円で対前年度比５，６７９万１千円、率にして０．９パーセントの増加です。その内、国庫支出金は１４億６，１７７万４千円で対前年度比１，６０３万８千円、率にして１．１パーセントの増加です。国庫支出金の内訳ですが、まず、療養給付費等負担金は１１億２，７７０万７千円、対前年度比２，２７１万４千円、率にして２．１パーセントの増加です。前年度より増加した理由は、対象経費の一般被保険者療養給付費と一般被保険者高額療養費の増加によるものです。次に、高額医療費共同事業負担金ですが、４,２７３万４千円で対前年度比１５３万６千円、率にして３.５％の減少です。前年度より減少した理由は、対象経費の高額医療費共同事業拠出金の減少によるものです。次に、特定健康診査等負担金ですが、６８４万１千円で対前年度比６万１千円、率にして０．９パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、特定保健指導実施対象者の減少を見込んだことによるものです。次に、財政調整交付金ですが、２億８，４４９万２千円で対前年度比５０７万９千円、率にして１.８パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、過去３年間の交付金の平均額が減少したことによるものです。
続いて、療養給付費等交付金ですが、２億７，５５８万５千円で対前年度比５，４７３万７千円、率にして１６．６パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、退職被保険者等の療養給付費及び前期高齢者調整対象基準額の減少によるものです。なお、退職被保険者等の医療費の財源は、保険税を除いた全額が療養給付費等交付金として、社会保険診療報酬支払基金から交付されます。
続いて、前期高齢者交付金ですが、１７億３，２９５万５千円で対前年度比７，５６９万７千円、率にして４.２パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、前期高齢者１人あたりの医療給付費及び被保険者数が減少したことによるものです。
続いて、県支出金ですが、３億７，１８９万円で対前年度比１，９６６万９千円、率にして５.６パーセントの増加です。内訳ですが、高額医療費共同事業負担金は、国庫支出金の高額医療費共同事業負担金と同様に４，２７３万４千円で対前年度比１５３万６千円、率にして３.５パーセントの減少です。
続いて、特定健康診査等負担金は、国庫支出金の特定健康診査等負担金と同様に６８４万１千円で対前年度比６万１千円、率にして０．９パーセントの減少です。
続いて、財政調整交付金ですが、３億２，２０９万円で対前年度比２，１３５万３千円、率にして７．１パーセントの増加です。前年度より増加した理由は、前年度一般被保険者の療養給付費及び高額療養費の増加によるものです。
続いて、健康増進事業補助金ですが、２２万５千円で対前年度８万７千円の減少です。前年度より減少した理由ですが、特定健康診査において、血清クレアチニン検査等の受診者数の減少を見込んだことによるものです。
続いて、共同事業交付金ですが、１６億５，１７４万４千円で対前年度比５，８２３万３千円、率にして３．７パーセントの増加です。内訳ですが、高額医療費共同事業交付金は交付割合の増加を見込み１億４，７１０万７千円で対前年度比１，４８１万円、率にして１１．２パーセントの増加、また、保険財政共同安定化事業交付金も交付割合の増加を見込み１５億４６３万７千円で対前年度比４，３４２万３千円、率にして３パーセントの増加です。
続いて、繰入金ですが、５億５，９９６万７千円で対前年度比９，５０８万７千円、率にして２０.５パーセントの増加です。内訳ですが、まず、一般会計繰入金は、５，８７８万５千円で対前年度比７３６万１千円、率にして１１．１パーセントの減少です。この一般会計繰入金は、館山市の独自ルールとして、前々年度保険税の不納欠損額及び前年度保険税の減免額、また、地方単独事業の実施による国庫支出金の減額措置分をそれぞれ一般会計から国保会計に繰り入れています。平成２８年度は、前々年度保険税の不納欠損額が対前年度比３，１０９万４千円、率にして２５．２パーセントほど増加していますが、前々年度保険税の不納欠損額及び前年度保険税の減免額の繰入割合については、国民健康保険財政調整基金保有額の状況などを勘案し、１５パーセント引き下げ、３５パーセントにしたところです。次に、保険基盤安定繰入金の内、保険税軽減分ですが、算出過程における７割軽減の被保険者数の減少を見込み２億１，０３１万５千円で対前年度比５９万７千円、率にして０．３パーセントの減少、また、保険者支援分の９，２４３万７千円は、平成２７年度の制度改正により２割軽減世帯の一般被保険者数が新たに対象となったことなどから、対前年度比４，６０９万７千円、率にして９９．５パーセントの増加です。次に、職員給与費等繰入金ですが、８，５３４万２千円で対前年度比９６２万円、率にして１０．１パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、先ほどの歳出予算の総務費と同様の理由です。次に、財政安定化支援事業繰入金ですが、１，８４８万８千円で対前年度比７０３万２千円、率にして２７．６パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、１人あたりの医療費差額通知額が減少したことによるものです。次に、出産育児一時金繰入金ですが、１，９６０万円で対前年度比１４０万円、率にして６．７パーセントの減少です。前年度より減少した理由は、先ほどの歳出予算の出産育児諸費と同様の理由です。次に、財政調整基金繰入金ですが、財源補填のため、国保財政調整基金から７，５００万円を繰り入れるものです。
最後に、国保税ですが、予算額は予算総額の７６億８，０５７万１千円から、国保税以外の財源６０億８，４１０万６千円を差し引いた１５億９，６４６万５千円で対前年度比１億３，１６３万７千円、率にして７．６パーセントの減少です。
以上で、審議事項の２、平成２８年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案についての説明を終わります。
＜質疑応答等＞
【質疑　①】財政調整基金の保有額ですが、平成３０年度に保険者が都道府県化されるのに伴い、県に移管されるのでしょうか。
【①　回答】都道府県化の詳細については、国、県からまだ示されていませんが、財政調整基金の保有額については、県に移管されることはないとの回答を千葉県から明確にいただいています。
【質疑　②】一般会計から独自ルールで繰り入れている一般会計繰入金について、不納欠損額と減免額の繰入割合を５０パーセントから３５パーセントに減らすということですが、平成２８年度は国民健康保険税の所得割額、均等割額、平等割額のそれぞれの増額がありうるのでしょうか。
【②　回答】今後の国民健康保険税の動向ですが、国保税率自体は短期的に変動させることは好ましくないと考えますので、都道府県化までの間、中期的には現状の国保税率を維持していくのが基本だと考えています。

実際には、現段階の平成２８年度当初予算では、歳入予算にしても国保税にしても、まだ状況を把握できていないところですので、６月の補正予算を編成する上で、詳細を精査し、最終的な判断をしていくことになろうかと思います。
【質疑　③】最終的に判断するとのことですが、見込みとしては減額ですか。減る可能性が高いということで、そういう判断をしてよろしいのではないでしょうか。
【③　回答】基本的に医療費の必要額は、支出側の歳出予算になります。それに対して、国・県等から入ってくる財源がありますので、それ以外の不足額を保険税でまかなうことなります。これ自体が被保険者の所得がわからないと、必要額と所得と国保税率との関係で決められません。所得がわからない現段階では決められる段階ではありませんので、６月補正予算の編成段階でという形になります。今の段階でどうなるということは申し上げにくいのですが、現段階での見通しとしては、財政調整基金自体がある程度の額を確保できていますので、その活用の中で調整していけるのではないかと思います。
【委員意見】要は調整してもらわなければ、厳しいというのが現実で、この地域の税収が増えているわけではないので、その辺を明確にしなければいけないと思います。これが限界なので県単位で集めようというのが現実だと思います。それをはっきりしておいた方がいいと思います。
【質疑　④】ジェネリック医薬品希望シールというのはどこに送るものですか。
【④　回答】ジェネリック医薬品希望シールは、被保険者証に貼れるタイプのものを被保険者証と一緒に国保加入者に配布しています。
【質疑　⑤】なるべくジェネリック医薬品を使いましょうみたいな内容の通知書を全加入者にシールと共に送っていますよね。
【⑤　回答】ジェネリック医薬品については、館山市の国保加入者に使っていただくようにお願いしていますので、お願いの通知文も併せて配布しています。また、市の広報紙やホームページでも、ジェネリック医薬品について使っていただくようにお願いのＰＲをしています。
《審議事項結果（答申）》
　　審議事項の（２）平成２８年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案について、原案どおり答申する。
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